
会派研究研修報告書 

令和7年3月21日 

 

  常滑市議会議長 加藤久豊 殿 

                     会 派 名  繋 

                     会派の代表者 伊奈 利信  

 

   会派等の研究研修報告を次のとおり提出します。 

 

記 

 

 １ 期 日  令和7年1月28日（火）～29日（水） 

  

２ 視察地  1月28日（火） 

愛媛県東温市「移住定住促進マスタープランの策定、移住コンシ

ェルジュによるワンストップの対応について」 

1月29日（水） 

愛媛県松山市①「”直結給水方式”水飲み場『のめるん』につい

て」 

愛媛県松山市②「松山観光コンベンション協会の目的と経緯、役

割等について」 

 

 ３ 視察者  伊奈利信（代表）、大川秀徳、中村崇春 

         

 ４ 行 程  別紙１のとおり 

 

５ 視察経費 別紙２のとおり 

  

 



別紙１ 

令和 6 年度  繋 視察報告書 

 

１．令和 7 年 1 月 28 日（火） 

 視察地 

愛媛県東温市「移住定住促進マスタープランの策定、移住コンシェルジュによる

ワンストップの対応について」 

令和7年1月29日（水） 

愛媛県松山市①「”直結給水方式”水飲み場『のめるん』について」 

愛媛県松山市②「松山観光コンベンション協会の目的と経緯、役割等について」 

 

 

２．視察者 

伊奈利信（代表） 大川秀徳 中村崇春 

 

３．視察行程表 

令和 7 年 1 月 28 日（火） 

09 時 40 分 常滑駅 中部国際空港行一部特別車 

10 時 45 分 中部国際空港発 ANA1823 便 

12 時 20 分 松山空港着  

12 時 30 分 松山空港発 伊予鉄空港リムジンバス（松山市駅行） 

13 時 06 分 松山市駅発 伊予鉄道横河原線（横河原行） 

13 時 32 分 見奈良駅着 東温市役所まで徒歩 5 分 

14 時 00 分 昼食 東温市内 

14 時 30 分 

16 時 00 分 

東温市役所視察 東温市役所 

〒791-0211 愛媛県東温市見奈良 530-1 

TEL  089-964-2001 

16 時 32 分 見奈良駅発 伊予鉄道横河原線（高浜行） 

16 時 58 分 松山市駅着  

17 時 03 分 松山市駅発 伊予鉄道松山市駅線（道後温泉行） 

17 時 11 分 大街道駅着 ホテルまで徒歩で 5 分 

17 時 20 分 ホテル着 ANA クラウンプラザホテル松山 

〒790-0001 愛媛県松山市一番町 3-2-1 

TEL  089-933-5511 
18 時 30 分 夕食 松山市内 

 

令和7年1月29日（水） 

09 時 00 分 ホテル発  

09 時 30 分 

11 時 30 分 

松山市視察① 松山市役所 第 4 別館 

〒780-8571 愛媛県松山市三番町四丁目 6 番地 1 



TEL  089-948-6980 

11 時 30 分 松山市役所発 徒歩で移動 

12 時 00 分 昼食 松山市内 

14 時 00 分 

15 時 30 分 

松山市視察② 公益財団法人 松山観光コンベンション協会 

〒790-0004 愛媛県松山市大街道 3 丁目 2-46 

松山城山ロープウェイ駅舎 2 階 

TEL  089-935-7511 

16 時 03 分 大街道発 伊予鉄道松山市駅線（松山市駅行） 

16 時 11 分 松山市駅着  

16 時 55 分 松山市駅発 伊予鉄空港リムジンバス（松山空港行） 

17 時 12 分 松山空港着  

20 時 10 分 松山空港発 ANA1828 便 

21 時 10 分 中部国際空港着  

21 時 47 分 常滑駅発 常滑駅解散(2 名)、西ノ口駅解散(1 名) 

 

1. 視察報告 

視察 

視察地 愛媛県東温市 

視察日時 令和 7 年 1 月 28 日（火） 14 時 30 分から 16 時 00 分 

視察目的 移住定住促進マスタープランの策定、移住コンシェルジュによるワン

ストップの対応について調査研究 

説明者 東温市産業建設部地域活力創出課課長 桑原和宏氏、同課長補佐 杉

原慎一郎氏、同係長 宮崎朋子氏、同主査 安井龍也氏、議会事務局長 

高須賀章夫氏、同次長 渡部裕二氏 

調査趣旨 今年度で市政 20 周年を迎える東温市では、魅力ある「まち」が「ひ

と」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を確立することで

人口減少に歯止めをかけ、「元気な東温市」を将来にわたって維持して

いくことを目的に、平成 27 年に「東温市まち・ひと・しごと創生総合

戦略を策定しました。 

総合戦略と同時に策定した東温市人口ビジョンでは、各種取組の推

進により、平成 37 年時点の将来人口展望を 3 万 4000 人（平成 72 年の

将来人口展望を 3 万人）と掲げています。 

移住定住促進マスタープランは、平成 37 年時点の将来人口展望の実

現に向けて、総合戦略に掲げた基本目標及び施策を移住者数の増加（転

入者数の増加）という観点から具体化したプランとして策定するもの

です。 

移住定住に関わる各分野の専門人材で組織する「東温市移住定住促

進協議会」での検討・審議を重ね、策定しました。 

本プランで検討した結果、移住には「比較型」移住と「決め打ち型」



移住の 2 つのパターンが存在することが分かりました。本プランでは、

「比較型」移住に対応するための戦略を「ナンバーワン戦略」、「決め打

ち型」移住に対応するための戦略を「オンリーワン戦略」と呼称し、施

策を検討しています。 

検討する施策の体系として、「比較型」移住においては、愛媛県内居

住者と愛媛県外居住者の 2 つに対象を分けた上で、最終的な移住に至

るまでの行動パターンを 4 つのステップに分けて検討しています。一

方、「決め打ち型」移住においては、最終的な移住に至るまでに 4 つの

ステップをたどるわけではなく、本市でなければならない理由と移住

とが直接的に関係するため、本市独自の価値の創出という観点から施

策を検討しています。 

 

 常滑市でも、将来の人口減少は課題であり、若い世代から選んでもら

える街になることが大切です。東温市では、移住促進のステップを 4 つ

に分け、まずは認知度を上げる施策を実施しています。結果、人口の自

然減を社会増で補っています。これは本市にとっても良い参考となる

ため、東温市の取組、活動を調査研究し、本市の移住促進や地域振興、

認知度向上の一助とすべく視察しました。 

写真 

 



 

質疑 問・マスタープラン作成後、また、コンシェルジュ設置後の実績を教え

てください。 

答・相談件数は、令和 4 年度 309 件、令和 5 年度 362 件で年々増加し

ている。移住実績は、令和 4 年度 109 件、令和 5 年度 94 件。 

問・『東温ラブストーリー』について、出演者は市の職員さんでしょう

か？ 

答・東温市在住の監督とアイドルが中心となって作成している。市役所

職員や市民も多く出演している。たいへん好評で、公開一週間で

60,000 回再生された。 

問・移住補助の内容と財源、実績、利用者の意見をご教授ください。 

答・移住者が空家を改修することにより最大で 160 万円、解体工事で

最大 50 万円である。 

問・移住者で「比較型」、「決め打ち型」の方はそれぞれ何名くらいでし

たか？ 

答・「比較型」は 335 名、「決め打ち型」は舞台関係者が対象となってい

るので、23 名である。 

問・情報発信について、かなり積極的に、また充実した内容と感じまし

た。情報発信の内容で、移住を決めた方の決め手となった内容はど

のようなものが多いでしょうか？ 

答・情報発信では、入口が「空家バンク」が大半を占める。まずは「よ

いとこさがし」からで、移住の決め手はコンシェルジュの支援であ

ることがほとんどである。 

問・つなぎ物件のニーズと状況についてご教授ください。 

答・移住体験住宅では応募が大変多く、コンシェルジュの面談で選定し



ている。 

所感 （伊奈）取り組む職員（担当課）の本気さが伝わる。課の枠を越えた連

携もあり、危機感を持ち、市が一丸となって取り組まれている。専門的

に担う「移住コンシェルジュ（女性）」が移住を考える人と直接応対す

る重要な役割であり、まさに「ひとでひとを呼ぶ」と感じた。  

（中村） 

情報発信がたいへん優れていると感じた。本市でもかなり充実した

動画を作成しているが、再生回数では圧倒的に東温市が多い。周知や話

題性も含め、まだ改善の余地はあると思う。また、移住コンシェルジュ

の存在はとても効果的で実績もあり、とても勉強になった。 

（大川） 

愛知県の市町村は愛媛県の市町村よりも、財政も裕福で人口減少な

ども比較的緩やかなので、県内で危機感が不足している。何十年後の自

分らと思って、今から少しづつ準備していくべきではないか。 

常滑市への反映 （伊奈） 

 まちの魅力や住みやすさの向上も大切だが、「知ってもらう、見ても

らう、来てもらう」ための効果的な情報発信が必要と考える。そして、

迅速かつ親切丁寧に笑顔で温かく応対できるように専門窓口（女性が

望ましい）を設置されたい。 

（中村） 

 移住促進には、本市をもっと知ってもらう必要がある。動画だけでな

く、その作成過程も話題性をもって周知することが必要であると思う。

また、SNS も他自治体の事例を参考に、さらに効果的に活用できると思

われる。あと、コンシェルジュの存在は他の何よりも効果が高いので、

本市が移住に本気で取り組むなら、その設置は必須と考える。 

（大川） 

 少子化対策に効果がある事業は難しく、人口維持や人口増加は結局、

パイの取り合いをするしかないのが、現状ではないか。観光で訪れた

方々が、常滑市で職業体験のインターンや、暮らしの体験ができる空き

家を利活用した宿泊施設を試行してみてはどうか。 

 

  



視察 

視察地 愛媛県松山市 

視察日時 令和 7 年 2 月 14 日（水） 9 時 30 分から 11 時 30 分 

視察目的 ”直結給水方式”水飲み場『のめるん』について調査研究 

説明者 松山市公営企業局上下水道部水道担当副部長 仙波好弘氏、同課長 

池田哲也氏、議会事務局次長 野本克彦氏 

調査趣旨 松山市では、大きな地震が起こったときに、できるだけ早く水道水を

届けするために、指定避難所になっている小中学校に「応急給水栓」を

整備しています。 

応急給水栓は、簡単な手順でホースと組み立て式蛇口を取り付ける

ことができ、地元の自主防災組織などで、いち早く給水所を開設するこ

とができます。 

令和 6 年度に給水区域内の小中学校 75 校への整備が完了しました。 

応急給水栓を整備した学校の校門には、避難場所を示す看板に「応急

給水拠点」のマークがあります。 

応急給水栓の整備にあわせて、”直結給水方式”の水飲み場「のめる

ん」を設置し、いつでも好きな時に安全な水道水で水分補給ができるよ

うにしています。 

「のめるん」にはミストシャワーも付いていて、運動会の練習時期な

ど、熱中症対策に活用しています。 

さらに、普段は応急給水栓に取り付けるホースや組み立て式蛇口な

どを収納している”ベンチ兼収納庫”、災害時は炊き出し用の”かまど”

になる「防災かまどベンチ」もあわせて設置しています。 

 

常滑市においても東南海地震などの大規模災害時には、多くの市民

が避難所での生活となり、大きなストレスとなります。水は生活必需品

で最も大切であり、緊急時での給水は大きな課題です。また、市民の自

助意識の醸成は大切であり、それらへの取組は政治の大きな役割と考

えます。避難所の給水確保や市民の自助意識醸成の一助とすべく調査

研究のため視察しました。 



写真 

 

 

質疑 問・「のめるん」の整備について、予算額はいくらくらいでしたか？ま

た、国や県の補助金等はどのようなメニューを利用しましたか？ 

答・応急給水栓は一ヵ所あたり約 450 万円、「のめるん」は一ヵ所あた

り約 550 万円で、国や県の補助はない。 

問・整備について、注意した事や苦労した事は何がありましたか？ 

答・施行時期が夏休み中のみと制限された事、また、担当教員の人事異

動により設計変更や調整が大変だった。 

問・防災訓練では「のめるん」をどのように使用していますか？ 

答・自主防災組織で設置から片付けまで実施している。 

所感 （伊奈） 

 「のめるん」、「応急給水栓」ともに避難時に不可欠な「水」を確保で

きる手段であり、広域避難所の小学校に設置されているのは有効であ



る。また、日頃からの防災訓練でも収納から組み立てまでを実動されて

おり、防災力の高さを感じた。 

（中村） 

 松山市は防災に対する意識が市民も含めてたいへん高く、参考にな

った。誰かにやってもらうのではなく、自分たちがやる、という自助意

識が市民にも広がっており、心強さを感じた。 

（大川） 

 防災士を取得されている市民が 1 万人とお聞きし、松井市が公助に

起きるまでの自助・共助に注力されていた。 

常滑市への反映 （伊奈） 

 安全な水を供給できることは、平常時、非常時を問わず必要なことで

あり、小中学校など避難所指定の施設への直結給水方式の水飲み場や

応急給水栓の設置は地域の防災力の向上のためにも十分に検討された

い。 

（中村） 

 災害時は平時の準備以上のことができることはない。自主防災会を

市内各地で設置し、訓練を充実させることが必要である。また、災害時

には水が最も重要であり、応急給水栓や耐水管の整備が必要であり、予

算化されることを望む。 

（大川） 

 公務員が少なく、公務員自身も被災する場合もあり、自主防災組織の

強化への重心を置いてほしい。財政的に厳しく有事の時の備えを潤沢

にできないかもしれないが、広域避難所への水とトイレの備えの強化

は図ってほしい。 

 

 

視察 

視察地 愛媛県松山市 

視察日時 令和 7 年 2 月 14 日（水） 14 時 00 分から 15 時 30 分 

視察目的 松山観光コンベンション協会の目的と経緯、役割等について調査研究 

説明者 公益財団法人松山観光コンベンション協会事務局長 窪田勝彦氏、同

総務企画部長 権名津利佳氏、同コンベンション推進部 MICE 推進課長 

藤本研之介氏、同観光物産振興部課長 山本隆司氏 

調査趣旨 松山観光コンベンション協会は、松山市及び愛媛県が有する文化的、

社会的、経済的特性を生かし、国内外の観光客及び国内・国際コンベン

ションの誘致支援等を行うことにより、松山市の観光・物産振興と松山

市及び愛媛県におけるコンベンションの振興を図り、もって国際的な

相互理解の増進、地域経済の活性化及び文化の向上に寄与することを

目的として、平成 17 年に設立され、平成 24 年に公益財団法人に移行

した。 



令和 5 年度は、観光事業では、「おいでんか松山観光客誘致促進事業」

の利用促進とマドンナ大使の派遣を積極的に行い、観光 PR やおもてな

し事業に取り組みました。 

受入事業では、市内五ヵ所の観光案内所で最新情報を提供するとと

もに、松山観光ボランティアガイドと連携して観光案内を実施し、おも

てなしの向上に努めました。 

物産事業では、新たな誘客先として東北地方を見据え、愛媛県などと

連携し、仙台市で観光物産展を開催しました。さらに、SNS を積極的に

活用して認知度の向上と売り上げ増加に繋げました。 

他にも、コンベンション事業や国際交流事業にも精力的に取り組み、

松山市を訪れた方へのおもてなしや新規誘客事業に大きく寄与しまし

た。 

令和 6 年度は、選ばれる観光・MICE 都市「松山」として、地元ステ

ークホルダーとの対話を通じて課題や問題点を共有し、今後の事業展

開につなげるよう努めています。 

 

常滑市においても令和 7 年 4 月から常滑市観光協会の体制が大きく

変わります。東南海地震などの大規模災害時には、多くの市民が避難所

での生活となり、大きなストレスとなります。生活環境の改善や避難民

のストレス解消は大きな課題であり、その解決への取組は政治の大き

な役割と考えます。避難所の環境向上や市民生活の安全安心の一助と

すべく調査研究のため視察しました。 

写真 

 



 

質疑 問・設立の詳しい経緯を教えてください。 

答・平成 3 年に財団法人松山コンベンションビューロー設立。別では

平成 14 年に松山市観光協会が統合。それらが平成 17 年に統合し、

財団法人松山観光コンベンション協会として設立。平成 24 年に公

益財団法人に移行した。 

問・観光コンベンション協会となったことで、新たに可能となった役割

や事業がありましたら、ご教授ください。 

答・財団として法人格を有しているので、信用が増した。また、様々な

業務を一元的に担っているので、効果的・効率的に事業を実施する

ことができるようになった。 

問・観光コンベンション協会設立前後で苦労した事を教えてください。 

答・様々な申請や職員の給与体系の違いなど、様々な調整で苦労した。 

問・「賛助会員」には松山市以外の組織がいらっしゃいますが、会員の

条件や責務などを教えてください。 

答・「賛助会員」は約 380 社。条件等は定められていない。責務もない。

コンベンション統計の提供やホームページでの掲載（リンク）、コ

ンベンション主催者や参加者、観光客へ優先的に紹介など 7 つの

特典がある。  

所感 （伊奈） 

 観光に関する団体や協会を統合し、一元化された体制で取り組む。 

ＭＩＣＥ指針を策定し、愛媛県・松山市、他県市、地元事業者、大学等

と連携し、誘致活動や企画の提案、開催フォローまでをワンストップで

対応。コンベンション開催助成金制度、観光庁支援事業を積極的に活

用。 

（中村） 

 松山市は、観光の目的地となるコンテンツを複数所持しており、ポテ

ンシャルの高い自治体である。観光コンベンション協会もそのコンテ

ンツを最大限活用するよう活動していると感じた。本市の観光協会も



令和 7 年 4 月から体制が大きく変わる。たいへん参考になった。 

（大川） 

 松山市に伺う前は、ＤＭＯを作ることが、これからの観光だとばかり

思っていたが、松山市の取り組みで、何が大事なのかを勉強できた。 

常滑市への反映 （伊奈） 

 ＭＩＣＥの推進は今後の重要な施策であり、宿泊税を財源とした常

滑の魅力発信、誘致活動、コンベンション開催助成金制度の新設など展

開されたい。とこなめ観光協会の機能の強化は必須だと考える。 

（中村） 

 令和 7 年 4 月から体制が変わる観光協会にとって、松山観光コンベ

ンション協会の取組は大いに参考になる。自主的に事業を実施し、主体

的に市内業者をマネージングするための体制づくりを松山市の事例を

参考に実施してもらいたい。人選も松山市を参考に、本市の持つ観光コ

ンテンツを最大限活用できるよう、しっかりと取り組んでもらいたい。 

（大川） 

 松山市と観光資源は違いますが、松山観光コンベンション協会の皆

様から常滑市のポテンシャルを評価された。観光資源を活用し、イベン

ターにも旨味のある補助制度等の支援を作るなど、地の利をいかした

ＭＩＣＥにチャレンジしていってもらいたい。 

 



別紙２ 
令和 6年度 繋 視察費 

 

 単価 人数 合計 領収証 備考 

1 月 28 日(火)      

交通費（名鉄） 330 2 660  常滑駅から中部国際空港駅 

交通費（名鉄） 410 1 410  西ノ口駅から中部国際空港駅 

交通費（ANA）  3   中部国際空港から松山空港 

交通費（伊予鉄リムジンバス） 780 3 2,340  松山空港から松山市駅 

交通費（伊予鉄道） 550 3 1,650  松山市駅から見奈良駅 

交通費（伊予鉄道） 550 3 1,650  見奈良駅から松山市駅 

交通費（伊予鉄道） 210 3 630  松山市駅から大街道駅 

      

1 月 29 日(水)      

交通費（伊予鉄道） 210 3 630  大街道から松山市駅 

交通費（伊予鉄リムジンバス） 780 3 2,340  松山市駅から松山空港 

交通費（ANA）  3   松山空港から中部国際空港 

交通費（名鉄） 330 2 660  中部国際空港駅から常滑駅 

交通費（名鉄） 410 1 410  中部国際空港駅から西ノ口駅 

宿泊費  3    

      

航空費及び宿泊費 43,033 3 129,100 ①  ANA1823 便、ANA1828 便、ANA クラウンプラザホテ

ル松山 

手土産代 1,603 2 3,207 ②   

合計 48,376 3 143,687   

宿泊費は実費計上 


